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これまでの研究成果のまとめ 

代数幾何学, とくに射影平面P2上のベクトル束のモジュライを対象

に研究した. このモジュライを, 箙
えびら

の表現を用いて研究してきた. 

箙とは, 有向グラフのことである. これまで, モジュライの双有理

変換の記述や, モジュライ上の積分の計算, さらに上原北斗氏と共

同でトーリック曲面の導来圏についても調べた.  

特に, モジュライ上の積分はネクラソフ分配関数と呼ばれ, ヤン

グ図形の数え上げ母関数になる. 具体的には, 箱の総数ごとにヤン

グ図の組をすべて数え上げて構成される有理式を係数とする母関数

になる. 最近では, この分配関数と可積分系や表現論との関係に興

味を持っている. また, 少し異なる話題としては, 原伸生氏と共同

で正標数の体上の特異点についてある種の有限性を考察した. 以下

ではおおまかな研究経過を説明する. 

 超弦理論において導入された導来圏上の安定性条件という概念を

用いて, 射影平面 P2 上の連接層から 箙
えびら

表現への半安定モジュライ

の自然な同型を与えた. これにより複数のモジュライとその間の射

が自然に得られる. この壁越えと呼ばれる現象を利用して, モジュ

ライのフリップ構造を解析した.   

 その後さらにモジュライ上の積分計算に取り組むために, P2 上の

枠付きベクトル束のモジュライを調べた. ここで望月拓郎氏の開発

した壁越え公式を適用し, ネクラソフ分配関数の函数等式を得た. 

また類似の函数等式である物理学者の伊藤-丸吉-奥田の予想に肯定

的な解決を与えた.  

より最近の研究では, 吉田豊氏と共同でA1型の手鋸
て の こ

箙多様体の計算に

取り組んだ. とくに接束のオイラー類の積分について, これまでと異な

る組み合わせ論的な記述を得た. これを端緒として, より基本的なグラ

スマン多様体や旗多様体に望月拓郎氏の壁越え公式を適用し, K理論的な

計算への理解を深めた.以下, 主な論文について説明する.  
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 P2上の枠付きベクトル束のモジュライを調べた. 望月拓郎氏の開

発した壁越え公式を適用することにより, ネクラソフ分配関数の函

数等式を得た. この函数等式は, 物理学者の伊藤-丸吉-奥田が予想
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 A1特異点により定まるネクラソフ分配函数のみたす函数等式を証

明した. 物理学者の伊藤-丸吉-奥田により予想されていたものであ

った. さらに最近では, 同じ方法で(-2)爆発公式が示せることもわ

かった. これにより, バーシュタイン-シーチキンの示したパンル

ヴェτ関数の等式について, 別証明に取り組みたいと考えている. 


